
 
 

2019 年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名 
基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講年次・

時期 

52328 
教育相談 

Educational Consultation 
井手 裕子 専門 2 必修 2 年後期

科目の概要 

 教育相談は、幼児、児童及び生徒が自己理解を深めたり好ましい人間関係を築いたりしながら、集団の中で適応的に生活する力を育

み、個性の伸長や人格の成長を支援する教育活動である。幼児、児童及び生徒の発達の状況に即しつつ、個々の心理的特質や教育的

課題を適切に捉え、支援するために必要な基礎的知識（教育相談の意義、カウンセリングの意義、理論や技法に関する基礎的知識を含

む）を身に付ける。具体的には、教育現場で児童・生徒、および保護者や職員に配慮した教育相談を行う際に必要なカウンセリングの基

本的知識や理論、姿勢について学習する。実際場面でのロールプレイを演習的に多く取り入れ、教育場面で役立つ援助方法を体験

し、子どもの気持ちの受け止め方と応答方法、保護者との相談面接の方法などカウンセリングを基礎として理解を深める。また、

保護者支援の基礎と実践場面を理解しシミュレーションする。これらの取り組みを通して、幼児教育の現場で活躍できるための

専門的知識・技能を修得し、それぞれの現場で協調性を持って柔軟に活用する能力を身につける。★精神科クリニック，大学院

実習施設における心理療法（精神分析的心理療法）面接と面接指導，査定（検査を含む），保健センター，児童相談

所のグループ療育支援，保健所，保育園，高等学校での本人や母親との発達相談や面接等の実務経験があり，実践

的な指導を行う。実際場面でのロールプレイを通して保育場面と保護者面談場面で役立つ援助方法を体験し，現場

で即活用できる能力を身につける。具体的には，相談者への共感的態度を示すことの大切さを理論と体験を結びつけ

ながら理解できるように指導する。 

学修内容 到達目標 

①教育相談の意義（保護者に対する

意義、教育の特性と教育現場の専

門性を生かした支援） 

②相談の基本（子どもの最善の利益、

成長の喜びの共有、保護者の養育

力の向上に資する支援、信頼関係

を基本とした関わり、自己決定、秘

密保持の尊重、地域資源の活用と

連携） 

③教育相談の実践場面（保護者に対

する指導、内容、方法、技術、計

画、記録、評価、カンファレンス） 

④いじめ、不登校、不登園、その他の

問題、障がいを持つ子ども、その保

護者にとっての障がい受容等の、

教育相談的諸問題 

⑤地域や他職種との連携 

⑥カウンセラーに求められる基本的な

態度と技術（聴く、話す、説得 

する、情報提供するスキル） 

（１）教育相談の意義と理論 

一般目標：学校における教育相談の意義と理論を理解する。 

到達目標・・・１）学校における教育相談の意義と課題を理解している。  

２）教育相談に関わる心理学の基礎的な理論・概念を理解している。 

（２）教育相談の方法 

一般目標：教育相談を進める際に必要な基礎的知識（カウンセリングに関する基礎的事柄を含む）

を理解する。 

到達目標・・・１）幼児、児童及び生徒の不適応や問題行動の意味並びに幼児、児童及び生徒の発

するシグナルに気づき把握する方法を理解している。 ２）学校教育におけるカウン

セリングマインドの必要性を理解している。 ３）受容・傾聴・共感的理解等のカウン

セリングの基礎的な姿勢や技法を理解している。 

（３）教育相談の展開 

一般目標：教育相談の具体的な進め方やそのポイント、組織的な取組みや連携の必要性を理解す

る。 

到達目標・・・１）職種や校務分掌に応じて、幼児、児童及び生徒並びに保護者に対する教育相談

を行う際の目標の立て方や進め方を例示することができる。２）いじめ、不登校・不登

園、虐待、非行等の課題に対する、幼児、児童及び生徒の発達段階や発達課題に

応じた教育相談の進め方を理解している。３）教育相談の計画の作成や必要な校内

体制の整備など、組織的な取組みの必要性を理解している。４）地域の医療・福祉・

心理等の専門機関との連携の意義や必要性を理解している。 

学生に発揮させる社会

人基礎力の能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

前 に 踏

み 出 す

力 

主体性 調べ学習等の自発的な学習を行うことができる。 

働きかけ力  

実行力 事例検討、グループ検討等の困難な課題にも粘り強く取り組むことができる。 

 

考 え 抜

く力 

課題発見力 事例検討等で事例を読み取り、登場人物のニーズを把握し、解決の手だてを把握できる。 

計画力  

創造力 事例の解説通りではなく、それを土台とした自らの新しい発想を通して事例を解釈し支援計画を考えることができる。 

 

 

 

 

チ ー ム

で 働 く

力 

発信力 グループ討議の結果をクラス全体に分かりやすく発表することができる。また、相互に教え合うアクティブラーニング形式の

学習方法を実行することができる。 

傾聴力 発表者の意見を自分の立場に置き換えて、発表者の意図をくみ取りながら聴くことができる。 

柔軟性 グループ討議の際、相手の意見も取り入れながら多角的に物事を見ることができる。 

情況把握力  

規律性 他の受講者に迷惑がかからないように私語はしない。授業中に携帯電話を不必要に操作しない。居眠りをしない。 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力  

テキスト及び参考文献 

中村健壽監修「社会人準備講座シリーズ 2 ワークで学ぶコミュニケーション・スキル」西文社 ※プリントは適宜配布する。 参考文献：幼

稚園教育要領（平成 30 年 3 月最新版） 

他科目との関連、資格との関連 

他科目との関連：障がい児保育、教育心理学 

資格との関連：幼稚園教諭二種免許、保育士 



 
 

 
【評価方法】 

評価方法 
評価の 

割合 

到達 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント 

社会人基礎力

（学修態度） 
10 

①  （主体性）調べ学習等の自発的な学習を行うことができる。 

（実行力）事例検討、グループ討議等の困難な課題にも粘り強く取り組むこと 

ができる。 

（課題発見力）事例検討等で、事例を読み取り登場人物のニーズを把握した 

り、解決の手だてを把握できる。 

（創造力）事例の解説通りではなく、それを土台とした自らの新しい発想を通し

て事例を解釈し支援計画を考えることができる。 

（発信力）グループ討議の結果をクラス全体に分かりやすく発表することがで 

きる。また、相互に教え合うアクティブラーニング形式の学習方法を

実行することができる。 

（傾聴力）発表者の意見を自分の立場に置き換えて、発表者の意図をくみ取 

りながら聴くことができる。 

（柔軟性）グループ討議の際、相手の意見も取り入れながら多角的に物事を 

見ることができる。 

（規律性）他の受講者に迷惑がかからないよう私語はしない。授業中に携帯電

話を不必要に操作しない。居眠りをしない。 

※10 点満点の素点を評価点とする。 

②  
③  
④  
⑤  

その他 90 

①  調べ学習をプリントで行い、提出することが求められるが、提出の割合で評価

する。一の位は四捨五入する。 

例）15 回のプリント配布のうち、10 回提出・・・67％のため、60 点。 

②  
③  
④  
⑤  

総合評価 

割合 
100 

   

 

【到達目標の基準】 

到達レベルＳ（秀）及び A（優）の基準 到達レベル B（良）及びＣ（可）の基準 

レポート・社会人基礎力（学修態度）・その他（課題）の 3 つ

の評価方法において満遍なく十分な力を発揮できれば A。

3 つの評価方法においてほぼ、あるいは完璧に力を発揮で

きれば S。 

 

 

筆記試験・社会人基礎力（学修態度）・その他（課題）

の 3 つの評価方法において十分ではないが力を発

揮、もしくは 2 つの評価方法において十分な力を発

揮できれば B。2 つの評価方法において十分ではな

いが力を発揮、もしくは 1 つの評価方法において十

分な力を発揮できれば C。 

学修上の助言 受講生とのルール 

事例検討やシミュレーションを重ねることで、汎用的思考力

である高次解釈（なぜ）と低次解釈（どのように）を自在に使

えるようにすること。この別々の解釈水準の思考力を持つこと

で専門的科目の習得が容易になる。 注：高次解釈、低次

解釈という用語の意味は、難易度や優先順位とは無関係で

ある。前者は物事の中心的意味（理由、目標）に関する思考

であり、後者は副次的意味（手段、二次的目標）に関する思

考である。 

調べ学習、発表、グループワーク、相互に教え合う等の

活動に代表される、アクティブラーニング形式での授業に

意欲を持って参加すること。 

ほぼ毎回、課題プリントが課されるため、必ず提出するこ

と。 

 



 
 

 

週 学修内容 
授業の実施方法及びフィ

ードバック方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）
能力名

１週 

/ 

オリエンテーション、教育相談の意義・課

題、関連する基礎理論（ロジャーズ理論

（3 条件、反射、明確化））、カウンセリン

グマインド、リフレーミング、カラム法、家

族システム療法、等）を概観する。また、

問題行動・学校不適応行動の意味およ

び見分け方を概観する。 

講義 

グループ討議 

 

カウンセリングの理論・技術にお

ける、基礎となる考え方を理解で

きる。また、学校における問題行

動の内容から、教育相談の必要

性を十分に理解することができ

る。 

 

 

 

復習：配布プリントを見直

す。 

180

主体性

実行力

規律性

２週 

/ 

教育現場の専門性を生かした支援を学

ぶ（意義と課題を含む）。教師が相談を

行う際の、面談の目標づけ、ケースの見

立て、支援計画の立案、ケース会議と他

教員・スクールカウンセラー等との連携、

学校不適応（いじめ、不登校・園、虐待、

非行、その他）の理解と対応を概観す

る。スキル訓練を行う①スキルの重要性 

講義 

グループ討議 

スキルトレーニング 

前回の配布プリントのフィ

ードバックおよび解説 

保育の現場で特性や専門性を相

談支援にどう活かすかが理解でき

る。 

スキルの重要性を話題として、話

すこと・聴くことの基礎を獲得でき

る。 

予習：テキストを読む 

 

 

復習：テキストを見直す 

90

 

 

90

主体性

実行力

規律性

３週 

/ 

保護者に対する相談・支援の意義、課

題を学ぶ。前回に引き続き、教師が相

談を行う際の、面接の目標づけ、ケー

スの見立て、支援計画の立案、ケース

会議と他教員・スクールカウンセラー

等との連携、学校不適応（いじめ、不

登校・園、虐待、非行、その他）の理

解と対応を概観する。スキル訓練を行

う ②相手とのギャップを埋めるに

は 

講義 

グループ討議 

スキルトレーニング 

前回の配布プリントのフィ

ードバックおよび解説 

なぜ教育相談が必要か理解でき

る。自分がどのような支援を行い

たいか、シミュレーションできる。

相手とのギャップを埋めるコミュニ

ケーションについてシミュレーショ

ンできる。 

予習：テキストを読む 

 

 

復習：テキストを見直す 

90

 

 

90

主体性

実行力

規律性

４週 

/ 

教育相談の基本的な理論、問題行動・

学校不適応行動の意味および見分け

方を概観し、カウンセリングマインド

と受容・傾聴・共感的理解をベースと

した対応をシミュレーションする。ま

た、担任となった場合の面接の目標づ

け、ケースの見立て、支援計画の立案、

ケース会議と他教員・スクールカウン

セラー等との連携をシミュレーショ

ンする。 

スキル訓練を行う ③非言語コミュ

ニケーション 

講義 

グループ討議 

スキルトレーニング 

前回の配布プリントのフィ

ードバックおよび解説 

教育相談の基本についてシミュレ

ーションできる。特に、相談支援

の心構えとして「上意下建になら

ないためには」「秘密を守るため

には」の各問いに答えることがで

きる。非言語コミュニケーションの

効果を理解し、シミュレーションで

きる。 

予習：テキストを読む 

 

 

復習：テキストを見直す 

90

 

 

90

主体性

実行力

規律性

５週 

/ 

教育相談の実際を学ぶ①保護者に対

する指導（１）家族療法の理論を整

理すると同時に、問題行動・学校不

適応行動の発見および対応をシミ

ュレーションする。子ども、保護者

両方への対応を含む。 

スキル訓練を行う ④話を聴くため

のスキル（１） 

講義 

グループ討議 

スキルトレーニング 

前回の配布プリントのフィ

ードバックおよび解説 

保護者との信頼関係構築、協力

とは何かシミュレーションできる。

傾聴、観察、共感に関するスキル

を理解し、シミュレーションできる。

予習：テキストを読む 

 

 

復習：テキストを見直す 

90

 

 

90

主体性

実行力

規律性

６週 

/ 

教育相談の実際を学ぶ①保護者に対

する指導（２）家族療法の理論を整理

すると同時に、問題行動・学校不適応

行動の発見および対応をシミュレー

ションする。子ども、保護者両方への

対応を含む。別事例による。スキル訓

練を行う ⑤話を聴くためのスキル

（２） 

講義 

グループ討議 

スキルトレーニング 

前回の配布プリントのフィ

ードバックおよび解説 

保護者の養育力を向上する方法

をシミュレーションできる。 

3 つのスキルの（復習）と、傾聴の

応用スキルを使用できる。 

予習：テキストを読む 

 

 

復習：テキストを見直す 

90

 

 

90

課題発

見力

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

７週 

/ 

教育相談の実際を学ぶ②保護者支援

の内容（保護者に対して相談を行うメ

リットと留意点、家族療法の方法、面

接の目標づけ、ケースの見立て、支援

計画の立案、ケース会議と他教員・ス

クールカウンセラー等との連携、学校

不適応（いじめ、不登校・園、虐待、

非行、その他）の理解、および実際の

面接のシミュレーションを行う。スキ

ル訓練を行う ⑥理解を深めるため

のスキル 

講義 

グループ討議 

スキルトレーニング 

前回の配布プリントのフィ

ードバックおよび解説 

教育相談の構造・種類から内容

が理解できる。 

質問、確認に関するスキルを使用

できる。 

予習：テキストを読む 

 

 

復習：テキストを見直す 

90

 

 

90

課題発

見力

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ

力 

 
 

 



 
 

 

週 学修内容 
授業の実施方法及びフィ

ードバック方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）
能力名

８週 

/ 

教育相談の実際を学ぶ③保護者支援

の方法と技術（家族療法とソーシャル

ワークの方法、カウンセリングマイン

ドと受容・傾聴・共感的理解をベース

とした対応のシミュレーション、およ

び面接の目標づけ、ケースの見立て、

支援計画の立案、ケース会議と他教

員・スクールカウンセラー等との連

携、学校不適応（いじめ、不登校・園、

虐待、非行、その他）の理解、および

実際の面接のシミュレーションを行

う。スキル訓練を行う ⑦頭の中を整

理するためのスキル 

講義 

グループ討議 

スキルトレーニング 

前回の配布プリントのフィ

ードバックおよび解説 

心に寄り添う支援と具体的に支え

る支援をカウンセリングとソーシャ

ルワークから理解できる。また守

秘義務とチーム・組織としての支

援が理解できる。熟考、関連付

け、優先順位付けのスキルを使用

できる。 

予習：テキストを読む 

 

 

復習：テキストを見直す 

90

 

 

90

課題発

見力

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

９週 

/ 

教育相談の実際を学ぶ④保護者支援

の計画、記録、評価、カンファレン

ス（１）面接の目標づけ、ケースの

見立て、支援計画の立案、ケース会

議と他教員・スクールカウンセラー

等との連携、学校不適応（いじめ、

不登校・園、虐待、非行、その他）

の理解、および面接のデモンストレ

ーション（発表）を行い、公開議論

する。クラスを 3 つのグループに分

け、第 1 グループが行う。 

スキル訓練を行う ⑧仕事をスムー

ズに進めるためのスキル（１） 

講義 

グループ討議 

スキルトレーニング 

前回の配布プリントのフィ

ードバックおよび解説 

教育相談の流れ（ニーズの把握、

受理、見立て、支援計画）をシミュ

レーションできる。 

報告、連絡のスキルを使用でき

る。 

予習：テキストを読む 

 

 

復習：テキストを見直す 

90

 

 

90

課題発

見力

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

10 週 

/ 

教育相談の実際を学ぶ④保護者支援

の計画、記録、評価、カンファレン

ス（２）前回のデモンストレーショ

ンの続きを、第 2 グループが行う。 

スキル訓練を行う ⑨仕事をスムー

ズに進めるためのスキル（２） 

講義 

グループ討議 

スキルトレーニング 

前回の配布プリントのフィ

ードバックおよび解説 

教育相談の流れ（介入、記録、評

価、終結）をシミュレーションでき

る。 

相談のスキルを使用できる。 

予習：テキストを読む 

 

 

復習：テキストを見直す 

90

 

 

90

課題発

見力

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

１１週 

/ 

教育相談の実際を学ぶ④保護者支援

の計画、記録、評価、カンファレン

ス（３）前回のデモンストレーショ

ンの続きを、第 3 グループが行う。 

スキル訓練を行う ⑩情報を共有す

るためのスキル 

講義 

グループ討議 

スキルトレーニング 

前回の配布プリントのフィ

ードバックおよび解説 

カンファレンス、コンサルテーショ

ンを理解できる。ジェノグラム、エ

コマップを作成できる。相談支援

の流れを事例に当てはめてシミュ

レーションできる。説明するための

スキルを使用できる。 

予習：テキストを読む 

 

 

復習：テキストを見直す 

90

 

 

90

課題発

見力

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

１2 週 

/ 

いじめ、不登校、不登園の問題への対応

を学ぶ。チーム医療を参考に教育への

応用を考える。これらの問題の実態と本

質、対応について教師の立場からの理

解を深める。 

講義 

グループ討議 

スキルトレーニング 

前回の配布プリントのフィ

ードバックおよび解説 

以下の事例検討と通して支援を

シミュレーションできる。 

1．養育力向上のための情報提

供。2．苦情対応。3．保護者同士

の関係改善。4．障がい受容。5．

肢体不自由児の事例。 

予習：テキストを読む 

 

 

復習：テキストを見直す 

90

 

 

90

課 題 発

見力 

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

１3 週 

/ 

特別な支援を要する子どもへの対応の

実際、障害を持つこどもの親への対応を

学ぶ。福祉現場でのチーム対応を参考

に教育への応用を考える。特別な支援を

要する発達障害の状態像を理解するとと

もに、学校・園の支援体制の実際につい

て理解を深める。 

スキル訓練を行う ⑪提案し、納得に

導くためのスキル 

講義 

グループ討議 

スキルトレーニング 

前回の配布プリントのフィ

ードバックおよび解説 

虐待対応と家庭への支援の実際

を理解できる。また事例検討から

支援をシミュレーションできる。説

得とプレゼンテーションのスキル

を使用できる。 

予習：テキストを読む 

 

 

復習：テキストを見直す 

90

 

 

90

課題発

見力

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

１4 週 

/ 

他職員や専門機関との連携を学ぶ。健

康観察の重要性も視野に入れ、児童・生

徒の支援のために、養護教諭やスクー

ルカウンセラー等の教育現場内での連

携、および医療・福祉・心理等の専門職

との連携の際の留意点を理解する。ま

た、ケースカンファレンスのシミュレーショ

ンを行う。 

スキル訓練を行う ⑫クレームに対

処するためのスキル 

講義 

グループ討議 

スキルトレーニング 

前回の配布プリントのフィ

ードバックおよび解説 

事例検討により、入所から退所ま

での支援がシミュレーションでき

る。また、社会資源について調査

できる。謝罪する、問題を解決す

るスキルを使用できる。 

予習：テキストを読む 

 

 

復習：テキストを見直す 

90

 

 

90

課題発

見力

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

１5 週 

/ 

全体の振り返りとまとめを行う 講義 

質疑応答 

前回の配布プリントのフィ

ードバックおよび解説 

教育相談の知識、事例検討、スキ

ル訓練等についての理解度や応

用力などをプリント学習で確認で

きる。 

（予習復習）テキスト該当箇

所を見直す。 
180

主体性

実行力

規律性

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 


